
平
成
二
十
六
年
六
月
五
日
提
出

質

問

第

二

〇

一

号

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
凍
土
壁
」
の
選
択
経
過
及
び
代
替
工
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
凍
土
壁
」
の
選
択
経
過
及
び
代
替
工
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書

汚
染
水
問
題
の
早
急
な
完
全
解
決
は
、
日
本
の
政
府
と
国
民
が
世
界
に
負
っ
た
責
務
で
あ
る
。

原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
三
日
、
汚
染
水
問
題
に
関
す
る
基
本
方
針
に
お
い
て
、
凍
土
壁
の
構
築
を

決
定
す
る
と
と
も
に
、
「
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、
不
断
に
具
体
的
な
予
防
対
応
や
緊
急
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
」
と
し
て
い
る
。

原
子
力
規
制
委
員
会
特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
に
お
い
て
も
、
「
撤
退
条
件
」
の
予
め
の
検
討
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
凍
土
壁
が
選
択
さ
れ
た
経
過
に
つ
き
、
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
に
提
出
さ
れ
た
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会

報
告
書
（
以
下
五
月
三
十
日
報
告
書
）
で
は
、
施
工
方
式
と
し
て
、
凍
土
壁
、
粘
土
壁
、
グ
ラ
ベ
ル
連
壁
の
三
つ
を
取
り
上
げ

て
比
較
検
討
し
て
凍
土
壁
の
採
用
に
至
っ
た
と
さ
れ
、
新
川
達
也
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
原
子
力
発
電
所
事
故
収
束

対
応
室
長
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
の
第
二
十
回
原
子
力
規
制
委
員
会
特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
に
お
い

て
も
、
「
遮
水
能
力
が
高
く
地
下
水
の
流
入
抑
制
効
果
が
高
い
と
い
う
こ
と
、
施
工
期
間
の
短
さ
・
施
工
可
能
性
の
高
さ
、
遮

水
壁
を
取
り
囲
む
範
囲
を
狭
く
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
取
り
扱
う
地
下
水
の
総
量
が
少
な
く
、
地
下
水
位
の
管
理
が
比
較

一



的
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
茂
木
経
済
産
業
大
臣
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
お
い
て
、
馬
淵
澄
夫
議
員

が
、
粘
土
壁
等
の
恒
久
的
な
「
第
二
壁
の
検
討
を
同
時
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
質
問
し
た
こ
と
に
対
し
、
平
成
二
十
五

年
五
月
三
十
日
の
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
報
告
に
「
格
納
容
器
の
補
修
が
完
了
し
、
建
屋
内
の
汚
染
水
が
完
全
に
取
り
除
か

れ
、
建
屋
内
の
除
染
が
完
了
し
た
時
期
（
平
成
三
十
二
年
頃
を
予
定
）
に
は
、
比
較
的
高
い
遮
水
能
力
を
持
ち
、
維
持
・
管
理

が
比
較
的
容
易
な
粘
土
に
よ
る
遮
水
壁
へ
と
入
れ
替
え
を
行
う
こ
と
も
検
討
す
べ
き
」
（
同
三
十
五
ペ
ー
ジ
）
と
の
箇
所
を
引

用
し
、
「
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
、
効
果
が
現
れ
な
い
場
合
に
は
、
粘
土
方
式
で
ど
こ
か
で

切
り
替
え
る
」
、
「
（
凍
土
壁
が
、
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
明
し
た
と
き
は
、
凍
土
壁
を
内
側
に
し
て
取
り
巻
く
「
第
二
壁
」

を
）
や
り
ま
せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
」
（
茂
木
経
産
大
臣
答
弁
）
と
答
弁
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
凍
土
壁
が
選
択
さ
れ
た
経
過
、
代
替
工
法
に
関
連
し
て
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

第
二
十
回

特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
に
お
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
新
川
達
也
原
子
力
発
電
所
事
故
収

束
対
応
室
長
は
、
「
建
屋
内
の
汚
染
水
を
建
屋
周
辺
の
地
下
に
流
出
さ
せ
な
い
た
め
、
建
屋
周
辺
の
地
下
水
位
を
建
屋
内
の

汚
染
水
位
よ
り
常
に
高
く
維
持
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
」
と
述
べ
、
「
取
り
扱
う
地
下
水
の
総
量
が
少
な
い
ほ
ど
、
地
下

二



水
位
管
理
が
比
較
的
容
易
と
な
る
こ
と
か
ら
、
遮
水
効
果
が
高
く
、
遮
水
壁
で
囲
い
込
む
範
囲
が
狭
い
、
凍
土
方
式
と
す
る

こ
と
が
適
切
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
水
の
移
動
と
、
水
中
に
あ
る
（
核
）
汚
染
物
質
の
移
動
・
伝
播
と
を
混
同
さ
せ
が
ち
な
点
で
、
大

き
な
問
題
が
あ
る
。
汚
染
物
質
の
移
動
な
い
し
伝
播
に
は
、
も
ち
ろ
ん
「
移
流
」
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
建
屋
壁

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
遮
水
壁
と
の
間
の
水
は
、
土
中
に
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
静
止
し
て
お
り
、
建
屋
内
の
汚
染
さ
れ
た
自
由

水
と
は
、
様
々
の
個
所
で
接
触
状
態
に
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
「
移
流
」
で
な
く
「
拡
散
」
に
よ
る
汚
染
物
質
の
移
動
な
い

し
伝
播
が
卓
越
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
回
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
の
汚
染
水
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
は
「
移

流
」
と
「
拡
散
」
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
具
体
の
実
験
事
実
と
理
論
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

五
月
三
十
日
報
告
書
で
は
、
施
工
性
、
工
期
、
施
工
エ
リ
ア
（
遮
水
壁
延
長
）
の
観
点
か
ら
代
替
案
比
較
が
な
さ
れ
た
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
凍
土
壁
が
選
択
さ
れ
る
場
合
の
最
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
「
そ
の
遮
水
壁
が
恒
久
構
造
物
か

仮
設
構
造
物
か
」
の
点
に
つ
い
て
、
他
の
工
法
と
の
比
較
評
価
は
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
そ
こ
で
、
専
門
的
知
見
を
得
た
の

か
。
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
何
時
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
等
で
、
誰
と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
比
較
評
価
が
さ
れ
た
の
か
、

検
討
結
果
と
と
も
に
、
回
答
さ
れ
た
い
。

三



三

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
原
子
力
建
屋
周
辺
で
の
地
下
水
の
実
流
速
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
の
衆
議

院
経
済
産
業
委
員
会
に
お
い
て
中
西
宏
典
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
現
状
、
具
体
的
な
流
速
を
は
か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
今
日
ま
で
に
、
地
下
水
の
実
流
速
の
調
査
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
調
査
地
点
、
調
査
時
期
等
の
調
査
結
果
を
公
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
経
済
産
業
省
の
見

解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

凍
土
壁
の
閉
合
過
程
で
は
、
地
下
水
の
実
流
速
が
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
考
え
得
る
非
閉
合
箇
所
で
の
地
下
水
の

実
流
速
の
変
化
を
、
数
値
的
に
予
測
し
て
い
る
か
。
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

十
ｍ
四
方
、
深
さ
二
十
七
〜
二
十
八
ｍ
の
小
規
模
・
短
期
（
凍
結
開
始
か
ら
二
カ
月
）
の
凍
土
壁
実
験
で
得
ら
れ
た
ど
の

よ
う
な
デ
ー
タ
か
ら
、
総
延
長
約
一
・
五
ｋ
ｍ
、
凍
結
維
持
期
間
七
年
と
い
わ
れ
る
大
規
模
・
長
期
運
用
の
凍
土
壁
を
構
築

す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
閉
合
可
能
性
、
施
工
可
能
性
及
び
耐
久
性
を
、
ど
の
よ
う
に
予
測
し
た
の
か
、
科
学
的
・
技
術
的
に

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

五
月
三
十
日
報
告
書
は
、
「
建
屋
近
傍
に
は
配
管
や
ト
レ
ン
チ
等
の
埋
設
構
造
物
が
多
数
あ
り
、
そ
う
し
た
構
造
物
が

あ
っ
て
も
施
工
可
能
で
、
周
辺
に
汚
染
水
を
流
出
さ
せ
な
い
施
工
方
式
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
（
同
三
四
頁
）
こ
と

四



を
あ
げ
て
、
凍
土
方
式
が
適
切
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
埋
設
管
中
の
水
は
、
上
半
が
空
い
た
開
水
路
の
状
態
で
存
在

す
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
と
き
は
、
埋
設
管
を
取
り
巻
く
凍
土
は
埋
設
管
全
断
面
を
遮
水
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ら

の
埋
設
管
等
は
、
別
工
法
に
よ
っ
て
、
別
途
完
全
に
遮
断
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
埋
設
管
や
埋
設
構
造
物

に
つ
い
て
、
単
独
で
は
遮
水
効
果
が
生
じ
な
い
た
め
、
別
工
法
に
よ
る
遮
断
が
必
要
と
な
る
凍
土
方
式
が
、
他
の
工
法
よ
り

も
優
位
と
な
る
と
し
た
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

第
二
十
二
回
原
子
力
規
制
委
員
会
特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
に
お
い
て
、
嘉
門
雅
史
京
都
大
学
名
誉
教
授

は
、
「
凍
結
工
法
を
や
っ
て
い
る
会
社
は
た
っ
た
二
社
し
か
な
い
」
が
、
「
い
ろ
い
ろ
な
遮
水
工
法
が
あ
」
り
、
「
で
き
る

技
術
者
も
会
社
も
多
」
い
と
指
摘
し
、
「
凍
土
式
の
遮
水
壁
は
反
対
」
と
述
べ
て
い
る
。

�

「
い
ろ
い
ろ
な
遮
水
工
法
が
あ
」
り
、
「
で
き
る
技
術
者
も
会
社
も
多
」
い
と
す
る
嘉
門
名
誉
教
授
の
指
摘
に
つ
い

て
、
政
府
は
検
証
を
行
っ
た
か
。

�

嘉
門
名
誉
教
授
は
「
凍
結
工
法
を
や
っ
て
い
る
会
社
は
た
っ
た
二
社
し
か
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
政
府
も
同
じ

認
識
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
こ
か
。

�

凍
土
壁
で
は
な
いSoil

M
ixing

W
all

工
法
、C
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D
eep

M
ixing

工
法
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C

utting
R
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ixing

D
eep

五



W
all

工
法
、R

C

連
続
壁
工
法
な
ど
は
、
何
れ
も
恒
久
的
に
機
能
さ
せ
う
る
、
確
立
さ
れ
た
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
技
術

だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
は
い
か
が
か
。

�

上
記
の
よ
う
な
恒
久
的
な
遮
水
壁
で
あ
る
地
中
連
続
壁
の
い
く
つ
も
の
工
法
は
、
凍
土
壁
と
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
建
屋

間
、
建
屋
内
の
埋
設
管
等
を
通
じ
た
地
下
水
の
流
出
入
及
び
漏
水
を
、
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

�

上
記
の
よ
う
な
恒
久
的
地
中
連
続
壁
は
、
凍
土
壁
よ
り
も
、
信
頼
性
、
工
期
、
工
費
の
ど
の
点
に
お
い
て
も
、
は
る
か

に
優
れ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
は
い
か
が
か
。
こ
の
よ
う
な
恒
久
的
地
中
連
続
壁
に
比
べ
て
、
凍
土
壁
の
方
が
、

信
頼
性
、
工
期
、
工
費
の
点
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
た
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

上
記
の
よ
う
な
恒
久
的
地
中
連
続
壁
を
、
日
本
の
土
木
事
業
者
が
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
構
築
す
れ
ば
、
今
か
ら
一

年
以
内
に
も
、
こ
れ
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
恒
久
的
地
中
連
続
壁
の
信
頼
性
、
工
期
、
工
費
に
つ

い
て
、
早
急
に
検
討
を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

八

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
、
原
子
炉
は
一
基
で
、
炉
心
融
解
に
よ
り
融
解
し
た
燃
料
は
六
十
二
ト
ン

で
、
そ
れ
ぞ
れ
福
島
第
一
原
発
事
故
の
約
四
分
の
一
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
事
故
の
翌
年
に
、
原
子
炉
建
屋

六



内
へ
の
人
間
の
最
初
の
立
ち
入
り
が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
六
年
で
原
子
炉
建
屋
の
除
染
を
目
指
し
た
が
、
実
際
に
は
約

十
一
年
を
要
し
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
は
四
基
、
デ
ブ
リ
の
量
は
四
倍
、
汚
染
水
の
処
理
も
ま
ま
な

ら
ず
、
三
年
た
っ
た
現
在
で
も
原
子
炉
建
屋
内
部
に
人
が
入
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
、
事
故
処
理
従
事
者
は
延
べ
八
十
六
万
人
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
日
本
で
そ
う

し
た
動
員
が
可
能
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
事
故
の
規
模
か
ら
み
て
も
、
事
故
処
理
従
業
者
の
数
を
み
て
も
、

凍
土
壁
が
仮
設
構
造
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
建
屋
の
内
部
か
ら
の
止
水
工
事
が
、
「
七
年
以
内
」
に
完
了

す
る
の
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

�

茂
木
経
産
大
臣
は
「
（
「
第
二
壁
」
を
）
や
り
ま
せ
ん
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
第
二
壁
」

の
検
討
は
、
何
時
、
ど
の
機
関
・
委
員
会
等
で
、
誰
と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
第
二
壁
」
の
検
討
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
が
民
間
に
委
託
し
て
検
討
し
て
い
る
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ

ば
、
委
託
契
約
時
、
委
託
先
、
委
託
事
項
、
委
託
金
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

も
し
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
茂
木
経
産
大
臣
答
弁
に
あ
る
よ
う
に
、
早
急
に
「
第
二
壁
」
構
築
の
検
討
に
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入
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
、
そ
れ
を
第
一
壁
と
し
て
、
速
や
か
に
構
築
に
着
手
す
る
こ
と
こ
そ
、
汚
染
水
対
策
に

「
国
が
前
面
に
出
る
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


